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共同利用施設●●センター 消防訓練 
 

 この訓練は、消防法施行規則第３条第１０項に基づき、年２回以上の実施が義務付けられ

たもので、当センターはその対象となる「特定防火対象物」に位置付けられています。 

 
消防訓練実施に伴い次の事務手続が必要です。 

○『防火管理に係る自衛消防訓練実施計画通知書』（２部）および『消防訓練フロー』（１部）を、

訓練実施日の１週間前までに所轄の消防署・出張所に提出 
  ○消防から受け取った実施計画通知書の控えのコピーをまちづくり推進課へ提出 

 
（注）上記の事務手続を処理しないと消防訓練実施済みの認知がされません。 

 
消防訓練は、次の三つの項目で実施します。 

Ⅰ．通 報 訓 練           
Ⅱ．避 難 訓 練           
Ⅲ．消 火 訓 練           

 
【 訓 練 手 順 】            
 
１． 今回の訓練実施の手順を説明する。（火災発生地点は「○階・○○室」とする） 
 
２． 訓練参加者は、各階各室にて待機する。 
 
３． 訓練開始（訓練時間：約 5分間程度） 
 

（１） 通報訓練 
火災発見係（    さん） ①大声で火災発生を周囲の人に知らせる。 

「火事や～！ 火事やで～！！」 
  ②非常ベルのボタンを押し、火災発生を館内に知らせる。 

消防通報係（    さん）  １１９番に電話連絡する。（行わないこともあります） 
 

（２） 避難訓練 
避難誘導係（    さん）（    さん） 

館内にいる人達を屋外の安全な場所に誘導する。 
 

（３） 消火訓練 
消  火  係（    さん）（    さん） 

手近の消火器を持って火点近くまで行き、消火の姿勢をとる。（噴射しない） 
 
４． 訓練終了 
 
５．寸 評       
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